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令和２年８月発行

公
益
社
団
法
人
木

津
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
令
和
二

年
度
定
時
総
会
が
、

5
月
28
日
午
前
10
時

か
ら
セ
ン
タ
ー
木
津

本
所
の
機
材
置
場
を

利
用
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
中
岡
新

次
郎
議
長
の
議
事
進

行
の
も
と
、
令
和
元
年
度

補
正
予
算
書
に
つ
い
て
報
告

し
た
後
、
令
和
元
年
度
事

業
報
告
、
令
和
元
年
度
収

支
決
算
報
告
が
審
議
さ
れ

各
議
案
す
べ
て
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
令
和
２
年
度

事
業
計
画
書
・
収
支
予
算

書
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

第２５号

新型コロナウィルス感染拡大を防ぐため「三密」を避け

て「ソーシャル・ディスタンス」をとることが大切だと言われ

ます。しかしながら、シルバーの仲間との「心の距離」まで

離れてはならないと思います。こういう時こそ、皆で助け合

い支えあい励ましあって、この厳しい状況を乗り越えていく

ため「エール」送り合おうではありませんか。

新型コロナウィルスの２波、３波の襲来も予想される中、

厳しい状況下であるからこそ、我々、木津川市シルバー

人材センターが、仕事を通じて、地域住民として地域の

ケアをし、「地域に貢献」していくことが求められていると

考えます。そして、そこに「生きがい」を見出し、自分の

「居場所」を発見する。これからもシルバー人材センター

が変わってはならない点だと確信しています。

令和元年度は、会員増加を図るため、「会員増強、普

及啓発」、「就業拡大」を両輪として、役職員が協議を重

ね、広報活動や企業訪問などを重点的に行いました結

果、会員数は４３８人となり、目標値４３３人を達成できまし

た。また、派遣の就業は拡大しました。これらの成果は役

員、会員、事務局の一致団結の賜物であり、改めてお礼

申し上げます。請負契約金額は、残念ながら昨年度を５１

５万円余り下回りましたが、労働者派遣事業につきまして

は４５５万円余り上回ることができ、令和元年度収支決算

は、支出の抑制に努めた結果１１３万弱の黒字となりました。

これもひとえに、会員の皆様、ご来賓の皆様のお蔭と感

謝申し上げます。ありがとうございました。

編集・発行

公益社団法人 木津川市シルバー人材センター

〒619-0214

京都府木津川市木津神田2番地１

TEL:0774-72-6690 FAX:0774-72-7314 http://www.0774.or.jp/sjc/

４３８ 人
（男性 ３２１人、女性 １１７人）

会 員 数 （令和元年度末）

「地域に貢献」、「生きがい」

を見出し、「居場所」を発見

変わってはならない点

理事長 藤原 滋之

（コロナウイルス感染症防止のため少人数での開催となりました）
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「
オ
ー
ル
京
都
で

最
適
な
就
労
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ん
で
お
り
、

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

「
会
員
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
職
の
開
拓
」

木
津
川
市
長

河
井

規
子

木
津
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
就
業
を
通
じ
た

高
齢
者
の
健
康
維
持
や
社
会
参
加
に
ご

貢
献
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
社
会

の
活
性
化
、
福
祉
の
向
上
に
も
ご
支
援

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、
心
か
ら
敬

意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
地
域
の
皆
様
か
ら
セ

ン
タ
ー
へ
寄
せ
ら
れ
ま
す
多
く
の
ご
依

頼
は
会
員
の
皆
様
へ
の
信
頼
の
表
れ
で

あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
今
日
に

お
い
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
生
涯
現

役
で
多
様
な
形
で
社
会
参
加
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
活
力
あ
る
高
齢
化

社
会
を
支
え
る
地
域
の
中
核
的
な
組
織

と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
担
う
役
割
は
一

層
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
豊
か
な
知
識
や
経
験
を
生

か
し
、
社
会
を
支
え
る
一
員
と
し
て
、

自
主
的
、
自
発
的
に
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

総
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
抜
粋
）

ア
活
動
、
地
域
活
動
、
文
化
教
養
活
動

な
ど
、
幅
広
く
社
会
参
加
、
貢
献
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
今
後
と
も
セ
ン
タ
ー

の
運
営
を
支
援
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
後
と
も
さ
ら
に
多
く
の

皆
様
に
ご
入
会
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
技
術
や
経

験
に
的
確
に
対
応
し
た
就
業
先
や
新
規

事
業
の
開
拓
な
ど
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
職
の
開
拓
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
て
、
今
後
ま

す
ま
す
充
実
・
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を

大
い
に
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
年
明
け
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
が
世
界
中
に
広
ま

り
、
日
本
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
る
な
ど
未
曾
有
の
事
態
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
健

康
に
は
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
ま
し
て
、

一
日
も
早
く
平
穏
な
暮
ら
し
に
も
ど
り

ま
す
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

症
に
対
し
、
感
染
拡
大
を
予
防
す
る
「新

し
い
生
活
様
式
」の
実
践
、
定
着
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
木
津
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高
齢

者
の
皆
様
の
様
々
な
活
躍
の
場
の
提
供
に

向
け
て
、
会
員
拡
大
に
ご
尽
力
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
派
遣
契
約
に
お
き
ま
し
て
は

前
年
度
を
大
き
く
上
回
る
実
績
を
挙
げ

る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
就
業

の
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
す
。

京
都
府
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
悪
化
し
た
中

小
企
業
の
経
営
の
回
復
や
、
休
業
要
請
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
雇
用
の
維

持
を
は
じ
め
、
経
済
・雇
用
対
策
に
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
木
津
川
市
を
は
じ
め
と
す

る
府
内
市
町
村
、
関

係
団
体
と
連
携
し
、

「オ
ー
ル
京
都
」で
、
お

一
人
お
一
人
に
と
っ

て
最
適
な
就
労
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「地
域
社
会
参
加
を
応
援
」

木
津
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
会
員
数
が
４
３
０
人

を
超
え
、
年
間
３
，
２
０
０
件
を
超
え
る
事

業
を
受
託
さ
れ
る
な
ど
、
会
員
募
集
及
び

運
営
基
盤
の
強
化
に
向
け
取
り
組
ま
れ
、

高
齢
者
の
皆
様
の
就
業
促
進
と
生
き
が
い

対
策
の
た
め
に
、
積
極
的
に
事
業
を
展
開

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
理
事
長
様
を
始
め
、

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の
御
苦
労
の

賜
物
と
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

高
齢
者
が
、
自
ら
の
特
技
を
生
か
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
、
生
き
が
い
を
持
っ
て

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
社
会
的
役
割
は
、
非
常
に
大

き
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
と

共
に
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の

皆
様
の
多
種
多
様
な
技
術
を
生
か
し
た
、

生
き
が
い
作
り
や
仲
間
作
り
、
そ
し
て
、

地
域
社
会
の
参
加
等
を
応
援
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会
の

実
現
に
向
け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

一
層
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
本
市
の
高

齢
社
会
に
対
し
て
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

木
津
川
市
議
会

議
長

山
本

和
延

京
都
府
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
の
石
黒
善
治
会
長
様
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
が
、
紙
面
の
都

合
で
割
愛
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
府

山
城
広
域
振
興
局
長

川
口

龍
雄
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木
津
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

第
二
次
中
期
５
か
年
計
画

（
平
成
30
年
度
～
令
和
4
年
度
）

実
施
計
画

１
．
会
員
の
増
強

①
会
員
の
増
強

②
女
性
会
員
の
拡
大

③
会
員
の
モ
ラ
ル
の
向
上

２
．
就
業
の
拡
大
・
強
化
及
び

普
及
啓
発
の
拡
大

①
就
業
の
拡
大
・
強
化

②
普
及
啓
発
の
拡
大

③
新
規
事
業
の
開
拓

３
．
安
全
就
業
・
適
正
就
業
等
の
徹
底

４
．
組
織
の
運
営
体
制
と
財
政
基
盤
の
強
化

今
年
は
３
年
目
で
す

会員数目標

４
５
８
人

４
７
０
人

R04

４
４
６
人

R03

４
０
６
人

４
２
０
人

４
３
８
人

H29H30R01R02

目標値 実績値

会員数（人） 433 438

受託件数（件） 3,516 3,167

契約金額（千円） 238,164 227,756

令和元年度目標と実績

達成！

令和元年度は、台風や大雨による災害に数多

く見舞われ、また、今年1月からは、新型コロナ

ウイルス感染症が拡大し、不要不急の外出を控

えるなど、日常生活に影響が出ました。

経済面では、１０月から消費税率が引上げら

れ、軽減税率など各種の経過措置が取られまし

たが、新型コロナウイルスの感染拡大で深刻な

影響が出始めました。

こうした状況のなか、我が国の高齢化率は更

に上昇し、高齢者の就業促進が極めて重要で、

シルバー人材センターに対する国の期待は、大

きなものとなっています。

昨年度から始動した全シ協の「第２次会員１

００万人達成計画」、当センターの「第２次中

期５か年計画」に基づき「会員増強」として、

女性限定サロンやイベント参加、出張説明会等、

新しい試みへの取組もあり、一定の成果がみら

れましたが、「就業拡大」については、更なる

取組の強化が必要と思われます

（派遣を含む）

合計（4２０人）合計（40６人） 合計（438人）

地

域

班

活

動

班 月日 人数 内 容

1 2/21 14 懇談会

2 3/05 13 木津小学校周辺のゴミ拾い

3 3/13 10 センター駐車場の除草と
周辺の溝掃除

4 11/30 10 懇談会と城山台に向かう歩道と木津南
中学校周辺のゴミ拾い

5 2/13 17 懇談会

6 2/19 7 懇談会

7 2/20 23 懇談会

8 3/17 上狛小学校の清掃・除草を予定してい
たがコロナ感染拡大防止のため中止

４／８ １５人
合同懇談会も実施
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クリスマスサロンを開催しました。

令和元年１２月１９日（木）いずみホールにお

いて、会員や市民の方々８５名程が集まり、少

し早いクリスマス気分を味わいました。

今回は、初めて同志社女子大学の学生さ

ん達をお招きし、オーボエ、アルトサックス、ト

ランペット、ユーファニアム、フルートによる演

奏を聴かせていただきました。クリスマスソン

グはもちろんのこと、誰もが知っている名曲（川の流れのように♪ 愛燦燦♪ 北酒場♪など）を一緒

に歌ったり、時には聞き惚れてしっとり涙ぐんだり…素敵な時間を過ごさせていただきました。演奏の合間には自己紹

介や楽しいトークもあり、孫を見るような感覚で可愛い学生さん達にすっかり魅了されてしまいました。

きづがわふれあい支援員養成研修
令和２年２月５日（水）～６日（木）の２日間にわたり、木津川市が実施

する「ふれあい支援員養成研修」を市内の高齢者５名とシルバー会

員８名に受講していただき、全員修了されました。

１日目は、介護の基本である緊急時の対応や守秘義務、コミュニケー

ションについて等を学び、２日目は、家事援助の各支援内容について

と調理の基本についてを学びました。

今後は、「きづがわふれあい支援員」として木津川市シルバー人材

センターに会員登録していただき、ケアマネージャーの要請に応じて

活動していただきます。

1月23日

参加 会員3人

一般9人

講師

山田 重雄

シ ル バ ー サ ロ ン 「 ゆ る り 」

今年度のサロン予定

新型コロナウイルスの感染拡大

を防止するため、令和２年３月からサロン

を中止しています。引続き三密を避ける

ためにサロンを中止いたしますが、スタッ

フ一同、一日も早く再開し、会員の皆さん

に楽しんでいただけますよう、心よりお待

ち申し上げます。

毛
筆
宛
名
書
き
講
習
会
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○こまめに水分を補給、きゅうりやトマトの夏野菜も有効

○マスク使用とソーシャルディスタンス、三密を避けて

令和２年度 安全・適正就業に関する標語

多数の応募ありがとうございました。

その中から優秀作品を選出し、今年度の安全標語を

紹介させていただきます。

見たつもりやったつもり積り積もって事故になる
中岡新次郎さん

慣れは危険の第一歩初心にかえり安全確認
古川 政雄さん

昨年度は、作業中の落下、転倒、

ハチに刺されるなど２４件(傷害

７件、物損１６件、交通事故１件）

の事故がありました。

くれぐれも

安全第一
でお願いします。

「チョット待て」深呼吸一息ついて作業着手！

作業前この目で確認！そして皆んなでもう一度

「危ない」とお互い注意しあえる環境づくり

安全標語入選作品です

草むらに隠れた散水栓、ホー

ス、配線など・・・注意が必要な

場所に目印となる赤い旗を立

てて、草刈機による切断事故を

未然に防ぎましょう。

作業前に危険を予知し、安全確認に努めましょう！

事故の原因を徹底的に調査・分析しましょう！

作業機具、保護具の整備点検を徹底しましょう！

熱中症とコロナ対策

○しっかり睡眠をとって、ストレス解消、免疫力アップ

○1日3食、タンパク質と野菜で栄養バランス
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お
仕
事
訪
問
シ
リ
ー
ズ
３
と
し
て
、
女

性
会
員
を
訪
ね
ま
し
た
。

西
木
敏
子
さ
ん
で
す
。
『シ
ル
バ
ー
が
大

好
き
』『シ
ル
バ
ー
が
生
き
が
い
』と
お
っ
し
ゃ

る
笑
顔
が
素
敵
な
女
性
で
す
。
シ
ル
バ
ー

に
入
会
さ
れ
て
11
年
目
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
進
ん
で
引
き
受
け
、

掛
け
持
ち
も
さ
れ
、
粘
り
強
く
仕
事
を
こ

な
し
、
「特
に
外
で
の
仕
事
が
大
好
き
」、

「仕
事
が
な
い
と
き
は
寂
し
い
」と
・・・。

「お
花
が
大
好
き
な
」少
し
シ
ャ
イ
な
方

で
、
以
前
に
勤
め
て
い
た
園
芸
店
で
お
花

の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

「
シ
ル
バ
ー
は
最
高
」

私
は
入
会
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
仕
事

が
な
く
、
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
仕
事
は
、

タ
ケ
ノ
コ
工
場
で
し
た
。
ゆ
で
上
げ
た
タ

ケ
ノ
コ
を
冷
や
し
た
後
、
早
朝
か
ら
、
カ
ブ

の
部
分
を
整
え
た
り
、
細
か
い
皮
を
手
作

業
で
「竹
へ
ら
」を
使
っ
て
こ
そ
げ
て
綺
麗

に
す
る
仕
事
で
す
。
大
量
の
タ
ケ
ノ
コ
で

す
。
根
気
の
い
る
仕
事
で
し
た
。
こ
の
時
に
、

社
長
に
褒
め
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
今
も

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

上
狛
小
学
校
や
山
城
中
学
校
の
日
直

も
３
年
間
努
め
ま
し
た
。
冬
の
上
狛
小
学

校
の
職
員
室
は
暗
く
て
怖
か
っ
た
思
い
出

が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
京
都
の
名
産
で
も
あ
る

九
条
ネ
ギ
畑
の
草
引
き
は
強
敵
で
し
た
。

長
さ
５
０
メ
ー
ト

ル
幅
７
０
セ
ン
チ

の
畝
を
二
人
一
組

で
、
朝
６
時
か
ら

草
引
き
を
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
が

７
畝
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
「
こ
ん
な
の
で
き
る
か
な
」と
不
安

を
漏
ら
し
た
ら
、
大
先
輩
の
岡
田
さ
ん
の

「で
き
る
」と
の
力
強
い
お
言
葉
に
励
ま
さ

れ
、
午
後
２
時
ま
で
に
す
べ
て
の
雑
草
を

抜
き
終
わ
り
ま
し
た
。
４
年
間
続
け
ま
し

た
。
も
う
岡
田
さ
ん
も
来
年
は
無
理
か
な

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
翌
年
依
頼
が
あ
る

と
ま
た
草
む
し
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
今

年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

ま
た
、
私
は
、
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
「ゆ
る
り
」

が
大
好
き
で
す
。
「ゆ
る
り
」の
お
手
伝
い

を
し
な
が
ら
、
か
け
が
え
の
な
い
大
親
友

と
出
会
え
ま
し
た
。
こ
の
シ
ル
バ
ー
で
も
た

く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

真
冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
な
か
、
草
む
し
り

の
仕
事
を
終
え
た
ら
、
仕
事
場
の
ご
主
人

が
ぜ
ん
ざ
い
を
作
っ
て
待
っ
て
い
て
く
れ
ま

し
た
。
心
も
体
も
芯
か
ら
温
ま
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
草
む
し
り
の
仕
事
を
終
え

て
、
こ
れ
で
失
礼
し
ま
す
と
伝
え
た
時
、

「更
地
み
た
い
だ
。
綺
麗
に
な
っ
た
」「あ
り

が
と
う
」と
ご
夫
婦
に
言
わ
れ
、
私
た
ち
が

角
を
曲
が
る
ま
で
、
見
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
は
一
生
の
思
い
出
で
す
。
シ
ル
バ
ー
で

こ
う
い
う
思
い
出
を
ふ
や
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
私
の
目
標
で
す
。

私
は
、
「今
が
一
番
幸
せ
」と
イ
ン
タ
ビ
ュー

の
中
で
何
度
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。
私
が
、

仕
事
を
続
け
ら
れ
る
の
は
、
同
居
の
娘
夫

婦
の
支
え
が
あ
る
か
ら
。
仕
事
に
出
か
け

る
と
き
も
、
孫
が
「気
を
つ
け
て
ね
」と
送

り
出
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
お
客
様
に

も
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
友
達
も
増
え
、
年

金
生
活
に
潤

い
が
生
ま
れ

る
。
大
好
き

な
花
が
た
く

さ
ん
買
え
る
。

時
々
大
親
友

と
の
旅
行
や

食
事
に
も
出

か
け
ら
れ
る
。

「シ
ル
バ
ー
は
最
高
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
締
め
く
く
り
の
お
言

葉
で
し
た
。

こ
こ
数
年
の
内
に
５
，
６
人
の
入
れ
替

え
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
方
も
し
っ
か

り
引
継
ぎ
が
な
さ
れ
、
安
心
し
て
任
せ
ら

れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

過
去
に
１
回
だ
け
生
産
者
コ
ー
ド
の
間

違
い
で
、
別
の
方
に
お
金
が
振
り
込
ま
れ

そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
気

を
付
け
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
夏
場
に
は
「万
願
寺
と
う
が
ら
し
」

が
大
量
に
出
荷
さ
れ
て
き
ま
す
が
、
生
産

者
は
１
ｋ
ｇ
箱
を
自
分
な
り
の
く
く
り
で

出
し
て
き
て
品
質
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。
そ

れ
ら
を
他
の
生
産
者
の
も
の
と
一
緒
に
し

て
品
質
別
に
分
け
ま
す
が
、
こ
れ
を
も
っ

と
効
率
的
に
や
れ
な
い
も
の
か
、
午
後
４

時
の
運
送
ト
ラ
ッ
ク
を
待
た
せ
な
い
よ
う

に
で
き
な
い
か
、
が
今
後
の
課
題
で
す
。

期
間
限
定
の
「タ
ケ
ノ
コ
」の
販
売
手
伝

い
は
た
い
へ
ん
助
か
っ
て
い
ま
す
。
筍
の
売

上
げ
は
年
間
売
上
げ
の
か
な
り
の
ウ
ェ
イ

ト
を
占
め
る
の
で
す
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の

感
染
に
注
意
し
な
が
ら
も
よ
く
や
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
来
年
も
お
願
い
し
ま
す
。

同
じ
く
期
間
限
定
で
す
が
、

秋
の
玄
米
の
お
手
伝
い
も
お
願

い
で
き
ま
せ
ん
か
？
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
か
ら
30
ｋ
ｇ
の
玄
米
の

袋
を
降
ろ
す
等
で
す
。
重
い
で

す
か
ら
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
補

助
作
業
に
な
り
ま
す
。

発
注
者
の
声

Ｊ
Ａ
や
ま
し
ろ
農
協
様

長
い
お
付
き
合
い
、

大
い
に
助
か
っ
て
い
ま
す

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

広
報
委
員

門
司

開

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及
び
記
事

中
野

嘉
友
事
務
局
長

会
員
の
広
場

お
仕
事
訪
問
シ
リ
ー
ズ
３

【
シ
ル
バ
ー
が
生
き
が
い
】
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坪
倉

正
男

鹿
島

保
夫

林

恵
子

東

孝
文

小
林

繁
夫

大
原

壯
夫

戸
田

省
吾

細
井

雅
子

永
野

タ
ツ
子

馬
場

文
子

荒
木

政
子

馬
場

一
夫

江
見

勝
利

山
本

智
恵
美

堀

猛

庄
司

五
郎

近
藤

博

松
本

美
鶴

西
川

千
恵
子

丹
生

均

上
嶋

重
博

与
田

信
幸

小
牧

恭
介

辻

成
宣

上
西

美
好

鈴
木

君
子

小
倉

正
治

菊
地

静
子

板
垣

熙

村
橋

道
博

宮
城

秀
敏

坂
下

茂

松
平

ま
ゆ
み

浅
井

利
弘

藤
田

助
弘

辻
村

依
子

関
口

清
司

竹
田

弘

奥
野

由
美
子

畑

友
子

辻

桂
子

丹
羽

安
子

達
脇

幹
夫

岡
崎

謙
二

下
田

繁
和

横
岩

美
恵
子

川
合

真
助

矢
吹

直
登

羽
田

百
合
子

辻

俊
次

中
村

景
子

亀
井

忠
方

寺
田

昌
義

阪
口

守

野
村

昭
三

田
中

正
雄

梅
本

廣
子

行
弘

義
治

新
入
会
員
の
紹
介

（Ｒ
元
年
６
月
２
日
～
Ｒ
２
年
６
月
１
日
）

シ
ル
バ
ー
作
品
館

俳

句

紅
梅
や

産
ま
れ
し
孫
の

頬
想
う

孫
想
い

作
業
帰
り
に

フ
キ
ノ
ト
ウ

花
冷
え
や

孫
抱
く
日
待
つ

自
粛
か
な

ま
た
男

言
い
つ
つ
祝
う

端
午
か
な

感
染
の

恐
れ
に
負
け
じ
と

菫
畑

花
曇
り

コ
ロ
ナ
で
会
え
ぬ

母
案
ず

暮
の
春

息
苦
し
さ
に

マ
ス
ク
剥
ぐ

自
粛
明
け

稽
古
帰
り
に

夕
の
虹

写

真

の

部

渡辺 渥

お
仕
事
訪
問
シ
リ
ー
ズ
４

【
剪
定
の
お
仕
事
】

「庭
師
」は
魅
力
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「剪
定
班
」

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

班
の
数
名
の
方
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
剪
定
班
」
の
仕
事
は
早
朝
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
日
の
現
場
へ
遅
れ
て
行
く

と
、
既
に
、
太
い
木
の
枝
は
す
べ
て
切
ら
れ

た
後
で
し
た
。
垣
根
の
剪
定
は
バ
リ
カ
ン
を

使
い
ま
す
が
、
実
に
て
い
ね
い
に
時
間
を

か
け
て
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

依
頼
主
の
方
の
声
も
聞
け
ま
し
た
。
「こ

れ
ま
で
自
分
で
剪
定
し
て
い
た
が
、
木
が

大
き
く
な
り
す
ぎ
て
手
に
負
え
な
く
な
っ

た
。
足
腰
が
な
え
て
高
い
所
の
作
業
が
危

な
く
な
っ
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

は
初
め
て
の
依
頼
だ
」と
。
作
業
の
途
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
す
っ
き
り
と
変
貌
し

た
庭
先
に
、
満
足
度
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

「
剪
定
班
」
の
経
験
が
長
い
ベ
テ
ラ
ン
の

方
も
「依
頼
主
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
す
る
。
仕
事
を
始
め
る
前
に
段
取

り
を
説
明
し
、
先
方
の
依
頼
内
容
を
確
か

め
、
切
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
も
確
か
め
る
。

早
く
終
わ
り
そ
う
な
ら
、
理
由
を
説
明

し
て
お
く
。
終
わ
る
時
も
や
り
残
し
が
な

い
か
確
か
め
る
。
」
こ
の
こ
と
が
大
事
だ
と

強
調
さ
れ
ま
す
。

仕
事
は
公
共
の

仕
事
が
少
な
く
、

民
家
の
庭
が
多

い
。
高
齢
化
を

迎
え
て
い
る
団

地
の
注
文
も
多

い
。
団
地
の
庭
は

こ
じ
ん
ま
り
と

し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
そ
れ
で
難
し
い

面
が
あ
る
。
年
月
が

経
て
ば
植
え
た
木

が
大
き
く
な
っ
て
枝

も
の
び
る
。
こ
ん
な

庭
木
を
剪
定
し
て

見
違
え
る
よ
う
に

す
る
の
が
腕
の
み
せ

ど
こ
ろ
で
技
術
も
み
が
か
な
け
れ
ば
ば
な

ら
な
い
。
現
在
、
加
茂
の
「
剪
定
班
」
は
８

名
、
経
験
１
年
か
ら
数
十
年
の
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
で
平
均
年
齢
は
70
歳
。

若
手
の
人
の
話
も
聞
き
ま
し
た
。
「
自

分
の
家
の
剪
定
の
延
長
で
剪
定
班
の
仕
事

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
仕
事
は
楽
し
い
。

先
輩
に
先
ず
叩
き
込
ま
れ
た
の
が
「安
全

作
業
の
徹
底
」。
そ
し
て
、
様
々
な
技
術
を

教
え
て
も
ら
う
の
も
う
れ
し
い
。
松
の
剪

定
の
よ
う
な
、
こ
ま
ご
ま
し
た
こ
と
も
も
っ

と
学
び
た
い
。
」と
思
う
の
だ
が
、
「教
え
て

も
ら
う
こ
と
に
力
点
を
お
く
と
、
そ
の
日

の
作
業
が
遅
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
ま
り
無

理
も
言
え
な
い
ジ
レ
ン
マ
も
感
じ
る
。
」

先
輩
か
ら
は
、
「い
ろ
ん
な
庭
を
見
て

学
ん
で
ほ
し
い
。
ど
こ
が
い
い
の
か
？
ど
こ

が
悪
い
の
か
？
そ
し
て
、
自
分
の
得
意
分

野
を
つ
く
り
、
得
意
技
術
を
一
つ
一
つ
増

や
し
て
ほ
し
い
。
」と
。
皆
さ
ん
、
仕
事
の
仲

間
が
増
え
る
の
は
大
歓
迎
で
す
。

そ
し
て
、
皆
さ
ん
に
共
通
す
る
「よ
ろ

こ
び
」は
、
庭
が
き
れ
い
に
か
わ
る
と
自
分

も
う
れ
し
い
し
、
依
頼
主
に
満
足
し
て
も

ら
え
ば
最
高
の
喜
び
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

広
報
委
員

宮
本

良
一

（
入
会
順
・
敬
称
略
）

和
田

弘
志

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

俳
句
、
川
柳
、
短
歌
、

エ
ッ
セ
イ
、
写
真
、
手
作
り
の

作
品
等
々
、
何
で
も
結
構
で
す
。

大池から薬師寺を

臨む（朝焼け）
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「
中
止
」
「延
期
」
「
自
粛
」

「緊
急
事
態
宣
言
」

世
界
に
感
染
拡
大
し
猛
威

を
ふ
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
国

内
外
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延
期

に
追
い
や
ら
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
も
親
睦
旅
行
、
講
習
会
等
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
会
員
皆

様
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
令
和
２
年
度
の

総
会
を
成
立
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
実
用
化
に

い
た
る
ま
で
は
、
第
２
波
、
第
３
波
に
備
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
間
は
日
常
生

活
や
移
動
の
自
由
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

暑
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
、
熱
中
症
、
食

中
毒
に
気
を
付
け
て
、
コ
ロ
ナ
ス
ト
レ
ス
に
負

け
な
い
で
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

広
報
委
員

委

員

長

廣
瀬

秀
隆
（
加
茂
）

副
委
員
長

林

紀
男
（
木
津
）

委

員

宮
本

良
一
（
加
茂
）

〃

門
司

開
（
木
津
）

〃

笹
川
千
恵
子
（
山
城
）

人
事
異
動

４
月
よ
り
事
務
局
の
体
制
に
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

尾
﨑

悟

加
茂
支
所
か
ら
木
津
本
所
へ
異
動

会 員 募 集！!
経験・技能を生かして、地域で

共に働く仲間を募集しています。
会員の皆さんのご近所やお知り合
いの方で、一緒に仕事をしていた
だける方はいませんか・・・

ぜひ声をかけていただいて、誘っ
てみて下さい。対象となる方
●木津川市在住の方
●６０歳以上で健康で働く意欲の
ある方
※女性会員・夫婦会員のご入会を
お待ちしております

令
和
２
年
１
月
21
日
（火
）と
１
月
31

日
（金
）の
２
回
、
兜
台
集
会
所
に
出
向
い

て
初
の
出
張
入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
１
回
目
は
３
名
の
方
が
２
回
目
は

11
名
の
方
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

（ち
な
み
に
入
会
し
て
下
さ
っ
た
の
は
、
５

人
で
し
た
。
）

事
務
局
が
思
っ

て
い
た
よ
り

大
勢
の
方
に

ご
参
加
い
た

だ
き
、
今
年

度
は
色
ん
な

地
域
に
出
張

す
る
予
定
で

す
。

出 張 入 会 説 明 会

局長が春の叙勲で瑞宝双光章

を受けられました。

おめでとうございます


